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郡山遺跡の発掘調査事業は、昭和55年の国庫補助事業による確認調査を開始して以来31年

目となりました。平成18年 7月 に「仙台郡山官衛遺跡群 郡山官衛遺跡 郡山廃寺跡」とし

て国史跡に指定され、今後の歴史公園を中心とした街づくりに大きな一歩を踏み出している

ところであります。32年のながきにわたり、発掘調査の継続が出来ましたのも遺弥の究明に

ご助言をいただいた先学の諸氏や、地元の地権者の皆様からのご協力があったからと感じて

おります。

本年度は、郡山遺跡に関連する官衡とみられる大野田官衛遺跡と愛宕山横穴墓群等での発

掘調査等を予定していましたが、平成23年 3月 11日 に発生した東日本大震災により、市内の

各所で大きな被害が出たことから、計画の変更をしました。したがって、今年度は個人の住

宅建替えに伴う事前調査のみに限り実施することとしております。郡山遺跡だけでも例年の

3倍以上の調査となっております。早期に復旧、復興がはかられ、市民生活の回復とともに

郡山遺跡を初めとした重要遺跡の調査再開も待ち望まれるものであります。

これまでの調査成果が遺跡保護と整備、さらに活用に生かされる資料となるよう努めてま

いります。今後とも皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年 3月

仙台市教育委員会

教育長 青 沼 一 民



例 言

1 本書は国庫補助事業による市内遺跡調査のうち、郡山遺跡内の個人住宅建築工事に関連した発掘調査と、与兵

衛沼窯跡での遺構、遺物の分布調査報告である。

2.本概報は調査速報を目的としている。執筆は以下のように分担した。

第 1章 佐藤正弥   第 2章 大久保弥生

第 3章 長島栄―・佐藤正弥  第4章 佐藤正弥

3.本書の作成に関わる作業は、以下のように分担し、編集は大久保弥生が行なった。

遺物写真撮影 :佐藤正弥

遺物観察表・遺構註記表作成 :大久朱弥生 。佐藤正弥

図版作成 :大久保弥生 。佐藤正弥 。水野一夫

4,本書の内容は既に公開されている「平成23年度宮城県遺跡調査発表会発表要旨」に優先する。

5,本書に係わる出土遺物、実測図、写真などは仙台市教育委員会が保管している。

凡 例

1.断面図の標高値は、海抜高度を示している。但し、海抜高度及び座標系は、平成23年 (2011)3月 11日 の東日

本人震災以前の値を使用している。

2.第 2章の図中に示した座標系は、郡山遺跡内に昭和56年に設定し、平成 8年度に改訂した任意の座標系 (X=0、

Y=0を通る磁北線 (1984年頃の偏角で、真北から6° 44′ 7〃西傾))で表記している。

3.文中の方位は、真北を基準としている。また、図中の方位に「☆」を付したものは真北を示し、これ以外の方

位は座標系に沿った磁北を示している。

4.遺構の略称は次のとおりである。遺構番号はこれまで調査された調査区を通しての番号順である。但し、ピッ

トは調査区毎となっている。

SA:柱列・材木列  SB:掘 立柱建物弥   SD:溝 跡   SI:竪穴住居跡   SK:土 坑

SX:性格不明遺構   Pit:ピ ット・柱穴

5.建物跡模式図中の記号は、以下の基準により図示した。

● :柱痕跡が検出されたもの  ○ :柱穴掘り方のみ検出されたもの

6.遺物の略号は次のとおりである。

A:縄文土器  B:弥 生土器    C:土 師器 (ロ クロ不使用)  D:土 師器 (ロ クロ使用)

E:須恵器   F:九 瓦・軒丸瓦  G:平 瓦 。軒平瓦       K:礫 石器   N:鉄 製品

7.土師器実測図における網掛けは、黒色処理が施されていることを示している。その他の付着物や痕跡は図上に

表記している。

8 遺物観察表中の法量で ( )が付いた数字は、図上で復元した推定値である。

9.土色については「新版標準土色帖」 1/1ヽ山・竹原1989)を 使用した。

10。 第 1図は、1110000「 仙台駅」、「長町」、「西多賀」を使用し作成した。また、第 3章第48図は、『仙台市文化

財報告書第366集 与兵衛沼窯跡』第 7図 を引用し、加筆したものである。

11,本文中の「灰白色火山灰」は県内で広域に分布する「灰白色火山灰」 (山田・庄子1980)と 同義である。この

火山灰は現在「十和田a火山灰 (To― a)」 (大池1972)と 推定されており、降下年代は西暦915年 とされている (町

田 。新井1992、 小口2003な ど)。
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第 1章 はじめに
I。 郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 文化財課長 吉岡恭平

整備活用係 係長 長島栄一、主査 木村浩二、主任 熊谷智顕、主事 大久保弥生、

文化財教諭 佐藤正弥、文化財教諭 菊地貴博

調査調整係 主幹兼係長 佐藤甲二、主査 荒井 格、主事 小泉博明、主事 廣瀬真理子、

主事 及川謙作、文化財教諭 石山智之、文化財教諭 吉野信、文化財教諭 川本岡1史、

文化財教諭 佐藤洋平、文化財教諭 橋本勇人

調査指導係 主査 主浜光朗、主事 水野一夫、文化財教諭 佐藤高陽

発掘調査、整理作業を適正に実施するため、「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導員会」を設置し、指導・助言

を受けた。

委 員 長 今泉隆雄 (東北大学名誉教授 古代史)

副委員長 進藤秋輝 (前東北歴史博物館館長 考古学)

委  員 岡田茂弘 (国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学) 委 員 桑原滋慎卜(多賀城市文化財保護委員会会長 考古学)

委  員 須藤 隆 (東北大学名誉教授 考古学)     委 員 宮本長二郎 (別府大学非常勤教授 建築学)

委  員 渡部育子 (秋田大学教育文化学部教授 古代史)

Ⅱ.調査計画と実績
1.調査計画

平成23年度に計画された調査は、国庫補助事業である「市内遺跡発掘調査」の一部として郡山遺跡、大野田官行

遺跡、愛宕山横穴墓群、与兵衛沼窯跡を対象としていた。郡山遺跡については、個人住宅建築に姑応した調査である。

郡山遺跡では第 5次 5ケ年計画終了後に、平成17年度から補足調査を実施してきたが、平成20年度から郡山遺跡

の南西1.5kmに ある大野田官行遺跡で、郡山遺跡Ⅱ期官衛と関連すると考えられる官衝跡が発見され、その範囲と

性格究明が急務となったため、平成21年度から郡山遺跡の補足調査を休上して調査を実施してきた。また、愛宕山

横穴墓群では装飾横穴墓が隣接する地点で道路改良の計画が持ち上がったため、遺構の有無を確認するための事前

調査が必要となった。さらに与兵衛沼窯跡では、既調査範囲外での窯跡の分布を確認するため、磁気探査を実施す

ることが考えられた。今年度の内容については、平成23年 3月 4日 に開催された郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指

導委員会において審議がなされ了承を得ていた。しかし、その後発生した東日本大震災への対応に鑑み、個人住宅

建築に係わる調査に特化して事業を遂行することとなった。

発掘調査総経費は27,946,275円、国庫補助金額13,973,137円の予算で計画し、当初は郡山遺跡の個人住宅対応

に2,371,205円 、「仙台平野の遺跡群」として郡山遺跡以外の市域全体の個人住宅姑応に7,430,000円 、仙台城跡に

10,516,000円 とした。この後、東日本大震災により大幅に計画を変更している。ここでは以下の発掘調査の成果報

告にとどめることとして調査計画とした。

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因

郡山遺跡 官衡中心部など5箇所 200rゞ
H23年 5月～

H24年 3月
個人住宅建築

表 1 平成23年度発掘調査計画



2.調査実績
郡山遺跡については、震災後の住宅建替えが増加し、個人住宅建築等で14箇所の調査を実施した。また、開発に

伴う第206次調査及び第209次調査も実施し、これらは『仙台市文化財調査報告書第405集 郡山遺跡他』で報告し
ている。

上記の発掘調査とは別に、仙台市北部の台原・小田原丘陵に位置する与兵衛沼で、水利施設の破損により新たな

窯跡を十数基が沼底面より露出した。このため、与兵衛沼窯跡での緊急の遺構 。遺物確認調査を実施した。

なお、東日本大震災による個人住宅の建替えに伴う発掘調査を通年で行なわざるをえなかったため、報告書作成

においては遺構・遺物の報告を速報することを主とし、年代等の検討・報告を、震災等の対応が縮小した時期に改

めて行なうことで県 。文化庁より了解を得ている。

表2 平成23年度発掘調査実績

与兵衛沼窯跡

目道 4号線
仙台バイパス

郡山遺跡
(仙台郡山官衡遺跡群 郡山官衛跡・郡山廃寺跡)

東
北
自
動
車
道

遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡 第204次 Ⅱ期官衛南西部 4月 12日 ～ 4月 13日 個人住宅解体 工事立会調査

郡山遺跡 第205次 Ⅱ期官衡北西部 ，ｍ 5月 9日 ～ 6月 6日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡 第207次 I期官衛北辺 6∬ 6月 20日 ～ 6月 21日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第208次 郡山廃寺南部 44ゴ 7月 13日 ～ 9月 21日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第210次 Ⅱ期官衛南西部 12∬ 9月 22日 ～ 9月 26日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第211次 Ⅱ期官衛西部 ２ｍ 9月 27日 ～ 9月 29日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第212次 郡山廃寺中央部 2∬ 10月 19日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第213次 Ⅱ期官衛西部 6∬ 11月 7日 ～11月 8日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第214次 Ⅱ期官衛北東部 ２ｍ 12月 5日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第215次 郡山廃寺南部 30r貰 12月 6日 ～12月 20日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第216次 南方官衛西地区 56■ド 1月 10日 ～ 1月 19日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第217次 I期官衛北部 22rば 1月 10日 ～ 1月 16日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群
郡山遺跡 第218次 I期官衛北部 32rゴ 1月 30日 ～ 2月 6日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

郡山遺跡 第219次他 I期官衡南西部 901ri 3月 5日～ 3月 19日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

与兵衛沼窯跡 与兵衛沼北岸 6月 24日 、 8月 4日 遺構確認調査 郡山遺跡ほか調査

第 1図 調査遺跡位置図



o                                               400m

第 2図 郡山遺跡全体図



第 2章 郡山遺跡
I 第204次発掘調査

1.調査経過と調査方法
第204次調査は、宅地造成に伴い、平成23年 4月 6日付で仙台市太白区郡山2丁目117-1に おける「埋蔵文化財

の取り扱いについて (協議)」 が提出されたことを受けて実施した。この地点は昭和20年代に、郡山廃寺跡より出

土した多くの古瓦が敷地内に運ばれ、家屋の基礎として使用されたことが確認されていた。家屋の解体及び造成工

事に伴う作業に伴い、表土中に含まれる瓦が失われる可能性があったため、遺跡への影響のない工事であるが、建

物基礎撤去作業時に遺物を採集することとした。調査は平成23年 4月 12日 から翌13日 まで実施した。

2.出土遺物
敷地内の表土層中から軒丸瓦片 2点、土師器片 1点、須恵器片6点の他に、九瓦や平瓦が平箱で60箱出土し、そ

のうち軒丸瓦片2点 と平瓦を図示した。軒丸瓦片はいずれも単弁蓮華文軒丸瓦で、瓦当の直径や間弁の割り付けの

様相から、これまでの調査で出土している軒丸瓦A種と考えられる (註 1)。 平瓦の凸面には波状文が施されてい

る (註 2)。 本来は郡山廃寺講堂跡 。僧房跡付近で出土したものと考えられ、いずれも表土層中の二次堆積遺物で

ある。

1 0             10cm

…

..,…
ⅢⅢ

騨 、、

Nα 登録番号 種B」 器形 出土地点 法量 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版

と F105 汗九瓦 表土 直径 :(179)中 房径 :43 厚さ :44 単弁蓮華文 瓦当側面 :ケ ズリ→ナデ 瓦当裏面 :ケズリ→ナデ 1

2 F■04 瓦 軒丸瓦 貢土 単弁蓮華文 瓦当側面 :ケ ズリ→ナデ 瓦当裏面 :ケズリ→ナデ 2

}133 瓦 平瓦 表土 縦 :137 横 :137 厚さ :20 当面 :縄叩き→ナデー波状沈線 布 目痕 3

第 3図 第204次調査出土遺物

写真図版 1 第204次調査出土遺物
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Ⅱ 第205次発掘調査
1.調査経過

第205次調査は、個人住宅建築工事に伴う調査で

ある。平成23年 1月 14日 付で仙台市太白区郡山3丁

目14-35における住宅建築に伴う発掘届が提出され

た。住宅の基礎工事によって遺構が削平されると想

定されたため、調査を実施することとした。

平成23年 5月 9日 に、敷地内で住宅建築範囲の東

半部を調査区として調査を開始した。遺構検出作業

と精査等を実施したところ、遺構の密度が高く、住

宅建築範囲の西半部にも多くの遺構が検出される可

能性が濃厚となった。そのため、東部の調査を5月

20日 に調査を終え、埋め戻しを行った後、西半部の

調査を引き続き行うこととした。 6月 6日 に西半部

の調査を終了し、重機により埋め戻しを行った。

翠

0              10m

第 4図 第205次調査区配置図 (S=1/400)

ぶ

第 5図 第205次調査区位置図
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第 6図 第205次調査区平・断面図 (S=1/60)



Pitl

-1070m

――――-1070m

0             2m

西壁

層  位 色  調 土  質 備 考

基本層

I 耕作土 tttR4 3に パい費れ宅 粘土質シルト

コ 旧表土 10V記″1鼻掲色 粘土質シルト

Ⅲ 10Y耐棚色 階土質シルト径 1～ 2cmの W層土ブロックを中量含む。

Ⅳ ЮYP3/1景協色 帖土質シルト

10Ⅵ闇お資楊色 粘土質シルト

遺構名 層 位 色  調 土  質 備 考

SA2236 Pl

1 10YR盟具褐色 粘土質シルト

2 10YRV3黒 褐色 粘土質シルト
径5～ 10cmの V層プロックを多量に含

む。

SA2236 P〔

1 抜取 101R1/1黒 褐色 粘土質シルト

2
掘 り方

埋土
10Y門 /2黒褐色 粘土質シルト

V層 プロックを微量、 V層粒を多量に

含む。

SB閉 8P】 1 10iR開黒褐色 粘土質シルト 炭化物、V層土粒を少量含む。

SB2238ギ 2 ユ 10YR能具欄色 粘土質シルト 小ブロック状の炭化物を微量含む。

S圧2239

ユ

堆積土

10VR43に ぶい黄協色 粘土質シルト 議褐色シル ト土粒を少量含む。

2 10Ⅵ Mた禍色 粘土質シルト
炭化物、黒褐色粘土質シルト土粒を中

量含む。

3 10iV4暗協色 粘土質シルト
黒褐色シルト土プロックを多量に含

む。

4 10Y酬黒褐色 粘土質シルト
炭化物、焼上を微量含む。機能時堆積

土 。

5 貼 床 10Y勘 2灰☆褐色 粘土質シルト
黄IFJ色粘土質シルト上をラミナ状に含

む。

6

掘 り方

埋土

1ば貯4暗褐色 粘土質シルト
径3cmの黄褐色粘土質シルト土を多量

に含む。

7 叩Yttκ責褐色 粘土質シルト 径3cmの暗褐色上を多量に含む。

8 促釈閉責禍色 油土質シルト径1～3cmの暗福色土を多量に含む。

9 OYR閉黄禍色 粘土質シルト 径1～3cmの暗褐色上を少量含む。

S12240

l OVR骸

“

暗禍色 粘土質シルト

2 OIRy4暗協色 粘土質シルト
黄褐色粘土質シル ト土粒を極少量宅

む。

3 叫W4暗褐也 粘土質シルト
黄褐色粘土質ンルト土粒と同ブロック

を極少量含む。

S1224]

l 貼床 10釈盟灰禍色 粘土質シルト

焼土 Ю釈4/4禍色 粘土質シルト
径1～2cmの 焼土ブロックを多量にe
み、径511Ju～ lcmの炭化物を少量含む。

3 OYR潔怒協色 粘土質ンルト V層土ブロックを多量に含む。

4 10iV5暗褐色 粘土質シルト V層土粒、V層土プロックを中量含む

S12麗

1 堆積土 10RYy3暗 褐色 粘土質シルト

2 貼 床 哩翻/1灰褐色 粘土質シルト

3

掘り方

里土

10Pi3浴贈禍色 粘土質シルト
径3cmの褐色粘土質シル ト土ブロック

を多量含む。

4 10YR5/1灰 協色 粘土質シルト
径lcmの褐色粘土質シル ト土プロック

を少量含む。

5 1ばR44褐色 粘土質シルト
径lcmの黒褐色粘土質シルト土ブロッ

クを中量含む。

6 10YRVl鼻 禍色 粘土質シルト
径lcmの褐色粘土質シルト土プロック

と黒色シルト土ブロックを多量含む。

7 10Y冊力黒褐色 粘土質シルト径 lcmの褐色シル ト土粒を少量含む。

8 1叫Pt4 4褐色 佑土質シルト

潰構名 層  位 色  調 土  貿 備 考

SD2243 ユ 10YR躍黒掲也 粘土質シルト 径lcmの V層土プロックを少量含む。

SK2244

1 10YR4 4褐 色 シルト

2 1慨R開旱協也 粘土質ンルト
径5～ 10cmの V層土プロックを多量に

含む。

SK2%7 1 10Ⅵ昭/2黒協色 粘土質シルト
径lcmの黄褐色粘土質シルト土ブロッ

クを少屋、炭化物粒を微量含む。

SK2254 ] 10釈開黒褐色 粘土質シルト
径1～3cmの V層土ブロックを中量含

む。

SK2255

ユ 10WR2氾景禍色 粘土質ンルト 径 lcmの V層土プロックを少量含む。

2 10YR燃 褐色 粘土質シルト炭化物、焼土を微量含む。

3 1にR4/3にぶい責褐色 帖土質シルト 径3cmの V層土プロックを少量含む。

1

抜取

1011133暗 褐色 粘土質シルト
黄褐色粘土質シルト土プロックを極少

量含む。

2 OYR2 3鼻招色 粘土質シルト

炭化物粒を少量,黄褐色粘土質シルト

土プロックを部分的に多く含む。拳大

の礫を含む。

3

堀 り方

埋土

OYP3/4賭協色 粘土質シルト
黄褐色粘土質 ンル ト土 ブロ ックを極少

暑合 子は

4 101R34暗 褐色 粘土質ンルト
にぶい黄褐色粘土質シル ト土ブロック

をやや含む。

5 10釈34暗褐色 粘土質シルト
にぶい黄褐色粘土質シル ト土プロック

を少量含む。

6 10YR5/4に ぶい貫lB色 粘生質シルト
V層土を主体とし、暗褐色シルト粒を

わずかに含む。

Pit8

1 1ド貯 4暗掲色 枯土質シルト V層上を少量含む。

2 慨鞘 4偕褐色 粘土質シルト V層土ブロックを極少量含む。

3 10YRV熔黄協色 粘土質シルト
V層土を主体とし、暗褐色粘土シルト

粒を極少量含む。

Pit9

ユ 10RY骸埒暗掲色 粘土質シルト黄褐色シル ト土粒を極少量含む。

2 1叫R4/4禍色 粘土質シルト
黄褐色シル ト土プロック、黒褐色シル

ト土プロックを含む。

3 10Y晰℃貨褐也 砂質シルト

Pit26 1 IWR認阜禍也 脂上質シルト 怪3cmの V層土プロックを微量含む。

第 7図 第205次調査区断面図 (S=1/60)



2.調査方法 と基本層序

(1)調査方法

住宅建築範囲の全面を調査区として設定した (南北 7m×東西 9m)。 土置き場を考慮し、調査区を東西に分け、

重機により盛土及び耕作土等を除去後、V層上面で遺構検出作業を行った。平面図、断面図は縮尺1/20で作成した。

記録写真はデジタルカメラを使用した。

(2)基本層序

調査区は、盛土が20～ 50cmあ り、その下に旧耕作上である I層、その下に旧表土と考えられるⅡ層がある。遺

構は、V層上面で検出した。

I層  10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シルト。旧耕作土。

Ⅱ層 10YR2/1黒褐色 粘土質シルト。旧表土と考えられる。

Ⅲ層 10YR5/6黄褐色 粘土質シルト。径1～2cmのⅣ層ブロックを中量含む。

Ⅳ層 10YR3/1黒褐色 粘土質シルト。

V層 10YR5/8責褐色 粘土質シルト①

3.発見遺構 と出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、一本柱列 1列、掘立柱建物跡 1棟、柱列 1列、竪穴住居跡 4軒、溝跡 1条、土

坑 8基、ピットなどである。

【SA2236-本桂列】調査区東寄りに、北東―南西方向に並ぶ5基の柱穴を検出した。

方向は、N-35°‐Eである。検出長は4.25mで、柱間寸法は184～ 21lcm、 柱痕跡はP2・

P3・ P4・ P5で確認でき、直径は13～ 18cmで ある。柱穴掘り方は、抜き取り穴によっ

て全形が不明瞭なものもあるが、円形あるいは不整円形を呈している。SA2236-P2・

P5に は、柱抜き取り穴が伴う。SA2236-P31ま P10よ りも古く、SA2236-P41よ SK2246土

坑よりも古く、SA2236ギ 51ま SK2247土坑よりも古い。

遺物は、Pl・ P2・ P5の掘り方埋土から土師器の小破片が出土している。SA2236-P3

では、掘り方埋土から土師器の小破片、 2層中よりC-1020土 師器郭 (第 11図 1)、 肩

部に段があり、段の直下にカキメが施されたE-540須恵器破片 (第 11図 2)が出土し  第8図 SA2236模式図

ている。E‐540須恵器は、外面に自然釉がかかっており、割れ日の一部にわずかに立ち上がりが認められることから、

平瓶などの瓶類の可能性がある。SA2236-P4か らは、 (頸部にくびれがなく、日縁部がやや内湾し、)内外面に黒色

処理が施されたC-1021土 師器鉢の口縁部破片 (第 11図 3)、 体部が緩やかに外傾し、外面の口縁部と体部の境に稜

があり内外面に漆が塗られたC-1022土 師器イ (第 11図 4)が出土している。C‐ 1021と C-1022は 、その特徴から関東

系土師器とされるものである (註 3)。

【SA2237柱列】調査区中央付近で、 3基の柱穴を確認した。畔50°―Wの方向にPl、

P2が並び、N‐39°―Eの方向にP2、 P3が並ぶ。柱間寸法はPl、 P2間 で220cm、 P2、 P3

間で255cmで ある。柱穴掘り方は、隅九方形や隅丸長方形を呈している。柱痕跡はPl

とP3で確認でき、直径はそれぞれ13cmと 30cmである。P2で は、柱痕跡は確認されな

かったが、柱穴掘り方よりも規模が小さく、円形に掘り込まれた遺構が認められ、柱

抜き取り穴と考えられる。

遺物は、Plの柱掘り方埋土中から土師器の小破片と鉱津、P2と P3の掘 り方埋土中

から土師器の小破片が出土している。 第9図  SA2237模式図
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遺穏名 層  位 色 詞 上  質 備 考

SA2236 Pl
1 10YR3/2 黒渇色 粘土質シル ト

2 10YR3/2 黒渇色 粘土質シルト V層土ブロックを多量に含む。

SA2236ギ2

1 抜取穴 10Y財 4 褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色粘土質シル ト土プロックを多量に含む。

柱痕跡 10YR3/2 黒渇色 粘土

3

堀 り方坦土

10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色粘土質シル ト土を少量含む。

4 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト V層土ブロックをやや多 く含む。

10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト V層土プロックを非常に多く含む。

10YR4れ 褐色 シルト
V層土に非常によく似るが、暗褐色粘土質ンルト土を極わずかに含み、しまり

が若干強い。

SA2236P3

1 柱痕跡 10YRy3 暗褐色 粘土質シル ト V層土プロックをやや多 く含む。

堀 り方埋土
10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 場色粘土質シル ト土粒をわずかに含む。

3 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト V層粘土質シル ト土粒を着干、炭化物を極少量含む。

SA2236'4

1 柱痕跡 10YR2/1 黒色 シル ト質粘土 陽色粘土質シル ト土ブロックを多 く含む。

2
堀 り方埋土

10YR3/1 黒渇色 粘土質シル ト 褐色粘土質シル ト土プロックを中量含む。

3 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 褐色粘土質シルト土ブロックを少量含む。

SA2236?5

l 柱痕跡 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト

2 堀 り方埋土 10YR5/6 黄褐色 粘土質シルト 黒褐色粘土質シル ト上を互層に含む。

3 抜取穴 10YR3/1 黒渇色 粘土質シル ト 蓋褐色シル ト土プロックを少量含み、炭化物を微量含む。

第10図  SA2236断 面図 (S=1/60)

彩

版

号
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録

号

登

番
種別 器形 出土地点 法量 (cm) 外面調整 内面調整

真

版

写

図

1 E538 須恵器 議 SA2236 P3 堀 り方埋土 体部 :ロ クロナデ 自然釉付着 肩部 :カ キメ 体部 :ロ クロナデ
2 C1020 と師器 啄 SA2236‐ P3 堀 り方埋土 回縁部 :ヨ コナデ 体都 :手持ちケズリ 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :ミ ガキ 42

3 C■ 021 土師器 米 SA2236 P4 堀り方埋士 日径 :(128) 日縁部 :ヨ ヨナデ 体部 :ミ ガキ 黒色処理 回縁都 :ヨ コナデ 体部 :ミ ガキ 黒色処理 43

4 C■ 022 土師器 ホ SA2236T4 堀り方理土 日径 :(148) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :ミ ガキ 漆仕上げ 体部 :ナ デ 漆仕上げ 4-4

第11図  SA2236出 土遺物

遺構名 層  位 色 調 土 質 備 考

SA2237 Pl
1 柱痕跡 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト V層土粒を若千含む。

2 妃り方埋土 10YR3/3暗 褐色 粘土質ンル ト V層土ブロックを多 く含む。小礫を極少量含む。

SA223千 P2
1 柱痕跡 10YRン2黒 渇色 粘土質シル ト にぶい黄褐色粘土質シル ト土ブロックを中量含む。

2 堀 り方埋土 10YR5//4に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 雲渇色粘土質シル ト土ブロックを少量含む。

1 柱痕跡 10YR3れ暗褐色 粘土質シル ト え化物粒を極少量含む。

SA2237?3 2 堀 り方埋土 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト V層土ブロックを中量含む。

3 堀 り方坦土 10YR4れ褐色 粘土賓シル ト V層土プロックを非常に多 く含む。

第12図  SA2237断 面図 (S=1/60)



【SB2238掘立柱建物跡】梁行 2間 もしくは2間以上 (柱間寸法187～ 195cm、 平均

191cm)で、桁行は不明であるが、柱穴の検出状況から東に延びる建物跡と推定され

る。方向は、西桁行でN-4° “Eである。柱穴掘り方は長軸120～ 125cm、 短軸68～93cm

の隅丸長方形を呈する。柱痕跡は直径15cm程である。柱抜き取り穴は認められない。   i

Pitl・ Pit4よ り古く、S12239竪穴住居跡よりも新しい。

遺物は、それぞれの柱穴掘り方埋土中から土師器、須恵器の破片が多数と鉄製品が

1点出土した。P2掘 り方埋土からは、底部内面に鉱津が薄く融着しているE-539須恵   P3

器の破片 (第 15図 2)が 2点出土した。これらは接合しないが、調整や胎土から同一

個体である。器種は、郭もしくは瓶類の底部と考えられる。同じくP2か ら、半球形  第13図 SB2238模式図
を呈し、胎土の色調が橙色を呈したC-1023土 師器の破片 (第 15図 3)や、復元径が10cmで、内面にかえりを伴う

E‐540須恵器蓋 (第 15図 1)が出土した。P3の掘り方埋土中からはN-135鉄製品 (第 15図 4)が出土した。全体の

形状は不明瞭であるが、刀子あるいは鉄鏃と考えられる。

ド三980m

)咽 ∈非 勇 彩
0                       10crn

【S12239竪穴住居跡】調査区の南東隅で住居跡のほぼ西半部を検出した。方向は、北西辺でN-39°‐Eである。規模

は北西辺3.87m、 南西辺2.Om以上で、主柱穴は2基確認した。柱穴掘り方は隅九円形を呈する。検出面から床面ま

での残存高は2～23cmである。堆積土は10層確認され、 1層 は自然堆積土、 2・ 3層は人為的埋土と考えられる。

4層は、炭化物や焼土を多量に含む層で、住居内の中央部を中心に認められ、住居機能時の堆積土と考えられる。

5層は貼床で、住居内の一部に分布する。 6～ 10層 は掘り方坦土である。S12241竪穴住居跡、S12242竪穴住居跡よ

りも新しく、SA2237柱列、SB2238掘立柱建物跡、SK2246土坑よりも古い。

遺構名 層  位 色    調 土  質 備 考

SA2238 Pl

1 i痕跡 10YR3/2黒 渇色 粘土質シル ト V層 土粒、炭化物を少量含む。

2 尼り方埋土 10YRジ8暗褐色 粘土質シル ト V層土プロックをやや多く、拳大の円礫を少量含む。

3 晟り方埋土 10YR3/3暗 掲色 粘土質シルト V層 土ブロックを含み、炭化物を若干含む。

SA2238 P2

t 柱痕跡 10YRン2黒 渇色 粘土質シル ト 戊化物の小ブロックを若干含む。

2 堀 り方埋土 とOYR5れ にぶい黄褐色 粘土質シルト V層土主体の層 (V層 よりもしまりのある)、 黒褐色粘土を極少量含む。

3 堀 り方埋土 10YR3/3暗 褐色 帖土質シル ト V層粘上質シル ト土ブロックを含み、拳大の円礫を少豊含む。

SA2238 P3
I 柱痕跡 ЮYR3/3暗褐色 粘土質シル ト V層土プロックを含み、炭化物を極少量含む。

2 用り方埋土 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト V層土プロックを含み、炭化物、小礫～拳大の円礫を少量含む。

第14図  SB2238断 面図 (S=1/60)
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番号
種別 器形 出土地点 法量 (cm) 外面調整 内面調整

兵

版

写

図

1 E>539 須恵器 フラスコ形長頭壺 S32238‐ Pl 疑り方理土 質径 :(58) ロクロナデ→回転ケズリ ロクロナデ 鉱津付着
2 E>540 須恵器 蓋 SB2238 P2 堀り方埋土 日径 :(146) ロクロナデ→回転ケズリ ロクロナデ

3 1023 土師器 IT SB2238‐ P2 堀 り方埋土 口径 :(130) ヨ縁部 :ヨ コナデ 体部 :軽い手持ちケズリ 口縁都～体部中央 :ヨ ヨナデ 4お

4 N■35 鉄製品 刀子 ?鉄族 ? SB筋 38‐ P3 堀り方退土 践存長 :223 47

第15図  SB2238出 土遺物



遺物は、 1層 中からC-1026土 師器郭 (第17図 1)、 C-1025土 師器郭 (第 17図 2)、 C-1030土 師器奏 (第 17図 1la・

1lb)、 G-134軒平瓦 (第 17図 H)、 P-61・ 62羽口 (第 17図 9。 10)が出上している。C-1024は、内面にナデ調整、外

面体部に手持ちケズリを施し、内外面に赤彩の痕跡が見られる。C-1026は 、外面体部と口縁部の境に段があり、内

面にはミガキ調整と黒色え理が施されている。C-1030土 師器奏は、胴張り形を呈していると考えられ、口縁部と体

部の境に明瞭なくびれはなく、わずかに段があり、口縁部は外反するものである。口縁部には内外面ともにヨコナ

デ、体部外面にはハケメ、体部内面にはヘラナデが施されている。また、内面の回縁部と体部の境には、横方向の

ミガキ調整が加えられている。外面の体下部には、ハケメを磨り消すように縦方向のミガキ調整が施されている。

G-134軒平瓦は、型挽き重弧文軒平瓦の破片で、顎部が剥がれ落ち、平瓦部が残存している。平瓦部の凸面には、

斜格子叩きが施されているのが観察できる。凹線の底面は平坦である。P-62は羽国の先端部分で、先端から2cm

程に鉱津が付着している。残存する最大長は7cmで、内径を復元すると2.3cm程である。

炭化物層である4層からは、部分的に磨り面があるK-327石製品 (第 17図14)や、日径10.2cmで 乳頭状のつまみ

を持つE-541須恵器蓋 (第 17図 4)が出土している。E‐541天丼部はほぼ平坦で、日縁部にカエリはなく、日縁端部

はわずかに外反するものである。

床面からは、C‐1029土師器郭 (第 17図 5)、 E-542須恵器 (第 17図 7)が出土している。C-1029土 師器の体部器形

は、体下部から口縁部にかけて直線的に外傾する。外面の底部と体下部に手持ちケズリを施し、体部から回縁部に

かけてヨヨナデを施す。内面はミガキ調整が施されているが、磨滅が著しく、一部分しか観察できない。焼成は

良好ではなく、色調は黄浅色を呈している。E‐542須恵器は、破片のため器種や詳細な器形などは特定できないが、

横瓶の側面部分の可能性がある。破片は、ロクロロの中心が残存しており、製作時の底部と考えられ、概ね平坦で

ある。底部と体部の境には、格子文がほどこされている。C‐ 1028土師器必 (第 15図 6)、 C-1029土 師器杯 (第 15図 7)、

C‐ 1031土師器奏 (第 15図13)な どが出上している。C-1028は、体部と底部の境に段を持ち、国縁部が直立する関東

系土師器で、内外面に黒色の漆が塗布されている。内面にはほぼ全体にヨコナデが施されており、その底部には螺

旋状の暗文が施されている。C-1029は、体部が半球形を呈し、日縁部が短く届曲する関東系土師器である。

卜99om 名
SA2239-Plェ

99om 聘
SA2239‐P2藤′

990m

理∠99om

0                       2m

A彦
「

遺梧名 層  位 色   調 土  質 備 考

Sワ39

l 堆積土 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト 黄褐色シルト土粒を少量含む。

2 堆積土 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト え化物、黒褐色粘土質シルト土粒を中量含む。

3 睦積土 101rR3/4暗 褐色 粘土質シルト ヨ褐色シルト土プロックを多量に含む。

4 え化物層 10YR2/3黒 褐色 粘土質シル ト え化物を多量、焼土を微量含む。機能時堆積土。

5 七床 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 旨褐色粘土質シル ト土をラミナ状に含む。

6 掘 り方埋土 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト 垂3cmの黄褐色粘土質ンル ト上を多量に含む。

7 掘 り方埋土 10YR5/6黄 褐色 粘土質シル ト 至3cmの暗褐色土を多量に含む℃

8 掘 り方埋土 10YR5/6黄 褐色 粘土質シル ト 垂1～3cmの暗褐色上を多量に含む。

9 掘 り方埋土 10YR5/7黄 褐色 粘土質シル ト 登1～3cmの暗褐色土を少量含む。

掘 り方埋土 ЮYR5/6黄褐色 粘土質シル ト 暗掲色粘土質シル ト土を粒状に微量含む。基本層 V層土と似るが しまりが弱い

SA2239 Pl
1 抜取穴 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト え化物粒を少量含む。

2 10YR4お褐色 粘土質シル ト 曽褐色粘土質シル ト土をやや多 く含む。

SA2239 P2
1 抜取穴 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト え化物粒をやや多く含む。
2 10YR4/6褐 色 粘土質シル ト 瞥褐色粘土質シルト土泣をやや多く合む。

第16図  S12239断面図 (S=1/60)
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呑号

登録

番号
種別 器形 出土地点 法量 (cm) 外面調整 内面調整

真

版

写

図

1 C1025 土師器 イ S12239 l層 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 口縁部～体部 :ミ ガキ 黒色処理
2 C■ 026 土師器 不 S12239 1層 日縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 回縁部 :ヨ ヨナデ
3 C■ 027 土師器 不 S12239 4層 日縁部 コナデ 体部 :手持ちケズリ 湊仕上げ 回縁部～体部 :ヨ ヨナデ 漆仕上げ
4 須恵器 蓋 S12239 4層上 口径 :102 器高 3 天丼部 :回転ケズリ 休部 :ロ クロナデ 天丼部～口縁部 :ロ クロナデ 4‐9

5 C>1032 土師器 郎 S12239 赤面 日径 :(126)器高 :(29) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 体部 :ミ ガキ
6 C■ 028 土師器 邸 S鬱239 堀 り方埋土 回径 :(112)器高 :(36) 日縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ漆仕上鳴 日縁部 :ヨ コナデ 体部 :ヨ コナデ 漆仕上げ
7 C■ 029 土師器 不 S12239 堀 り方埋土 口径 :(148) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 日縁部～体部 :ヨ ヨナデ

8 E‐ 542 須恵器 横瓶 P S12239 床面 体部 :ロ クロナデ 格子文 ロクロナデ

9 土製品 羽回 S12239 層 最大長 :35

10 P62 土製品 羽日 S12239 層 最大長 :70

11 G■ 34 瓦 障平瓦 S12239 層 最大長 :(83)“ 冨:(70)厚 さ i(16) 型挽き重llR文 凸面 !格子「Fき 顎部の接合面から副諄 凹面 :布 目痕 磨 り消 し
12 C■ 030 土師器 題 S12239 層 口縁部 :209 底径 :(92) 日縁部 :ハ ケメ後ヨコナデ 体部 :ハ ケメーミガキ 日縁部 :ヨ ヨナデ 頚部 :ミ ガキ 体部 :ヘ ラナデ

土師器 盟 S12239 堀 り方埋土 日縁部 :(202) 日縁部 :ヨ コナデ 体部 :ハ ケメ 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :ヘラナデ
14 石製品 Ц石 S12239 4層 長さ :172 幅 97厚 さ :48 53

第17図  S12239出土遺物



IS12240竪穴住居跡〕調査区の南東隅で住居跡の北西辺の一部を検出した。全体の規模は不明である。堆積土は3

層に分層される。S12239竪穴住居跡、Pit9よ りも古い。遺物は、土師器奏の小破片が出土している。

IS12241竪穴住居跡】調査区の南東隅で住居跡の西辺を検出した。全体の規模は不明である。S12239竪穴住居跡よ

りも古い。調査区東壁及び南壁で床面を1層確認した。遺物は、掘り方埋土中から土師器の小破片が出土している。

IS12242竪穴住居跡】調査区の北西隅で住居跡の南 M 解 980m
東辺の一部を検出 した。南東辺の検出長は5。27mで あ 

生

杵  l

る。主柱穴は検出されなかった。SK2249、 SK2250土

坑と重複し、それらよりも古い。遺物は、掘り方埋土

中からC-1033土 師器郭 (第 19図 1)の他、須恵器奏の

体部小破片が出土している。

【SD2243溝跡】調査区南西部で検出した。検出長は

495mである。上幅24～ 47cm、 下幅19～41cm、 深さ

4～ 6cmで、断面形は浅い皿型を呈する。底面には

多数の小さい窪みがあり、鋤鍬の痕跡と推定される。

堆積土は 1層である。遺物は出土していない。

ISK2244土坑】調査区北東部隅で一部を検出した。

全体の形状は不明である。深さは、調査区北壁断面で

72cmである。壁面は直立に立ち上がる。堆積土は2

層である。SK2245土坑、Pitlよ り新しい。遺物は出上していない。

ISK2245土坑】調査区北東部隅で一部を検出した。全体の形状は不明である。深さは調査区北壁断面で18cmで あ

る。壁面は、直線的に傾斜する。堆積土は1層である。遺物は出土していない。

【SK2246土 坑】調査区南部中央で検出した。平面形は楕円形で、長軸191cm、 短軸150cm、 検出面からの深さは

42cmである。壁面は緩やかに立ち上がる。断面形は皿状で、底面は橋鉢状である。底面に直径 5～ 10cmの穴が複

数認められ、植物の根の痕跡と考えられる。堆積土は1層である。SA2236-P4、 Pit14と 重複し、それらよりも新しい。

遺物は、1層中からC-1035土 師器郭の破片 (第21図 1)、 E-572須恵器不明品 (第21図 2)、 E-545須恵器奏の破片 (第

21図 3)が出土している。C-1035土 師器杯は、体部と口縁部の境に段があり、日縁部はやや外湾しながら直立する

ものである。調整は、日縁部の内外面ともにナデ調整、体部は内面にミガキ調整、外面に手持ちケズリが施されて

いる。E-572須恵器は全体の器形は不明であるが、脚部片である可能性が考えられる。E-545須恵器奏は、頚部半ば

に1条の沈線があり、その上下に波状文が施されている。口縁端部の器形は、わずかに外側に張り出すものである。

【SK2247土 坑】調査区南都中央で一部を検出した。南北に長軸を持つ楕円形の土坑と考えられる。深さは南壁で

27cmである。壁面は垂直気味に立ち上がる。堆積土は1層である。SA2236-P5柱切り取り穴と重複し、それより

も新しい。遺物は出土していない。

ISK2248土 坑】調査区南西部で検出した。長軸

37cm、 短軸26cmの精円形を呈する。堆積土は 1

層である。遺物は、 1層中から土師器甕の体部の

破片が出土している。

【SK2249土 坑】調査区北西部で検出した。長軸

78cm、 短軸62cmの 隅丸方形で、深 さは20cmで

ある。堆積土は 1層である。S12242竪穴住居跡よ

第18図  S12242断面図 (S=1/60)
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第19図 S12242出土遺物
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遺構名 層  位 色  調 土  質 備 考

S12242

1
堀 り方

埋土
10YRV2黒渇色 粘土質シルト

黄褐色粘土質シル ト土粒を全体に多 く

含む。

2
堀 り方

埋土
10YR4れ褐色 粘土質シルト 黒褐色粘土質シルト土粒を徴量含む。

3
ヴ己り力

埋土
10YR4れ褐色 粘土質シルト

黒褐色粘土質シル ト土ブロックを全体

に中量含む。

0     1m

―
遺構名 層  位 色  調 土  質 備 考

SK2246 l 10YR3々暗褐色 粘土質シルト V層土粒～ブロックを少量含む。

SK2249 ユ 10h R4カ 灰費渇色 粘土質ンルト ら色粘土質シルト土ブロック、酸化鉄を少量含む。

1 桂痕勧 10YR3/3ほ 褐色 粘土質シルト

2 柱圧痕 10YR5/6費褐色 粘土質ンルト

3 掘り方 10YR3/3暗 褐色 粘土質シルト V層土プロックを多量に含む。

第20図  SK2246。 SK2249断面図 (S=1/60)



りも新しい。

遺物は、 1層中からC-1034土 師器郭 (第21図 4)が出土している。器形は、底部から日縁部にかけて弧を描くよ

うな半球形を呈する。外面の口縁部にヨコナデ、体部に手持ちケズリを施し、内面にはミガキ調整と黒色処理が施

されている。

【SK2250土坑】調査区北西部で検出した。長軸54cm、 短軸53cmの 隅丸方形で、深さは1lcmである。堆積土は 1

層である。S12242竪穴住居跡よりも新しい。遺物は出土していない。

ISK2251土坑】調査区北西部で検出した。長軸80cmの不整形の上坑で、深さは4cmである。底面には凹凸がある。

堆積土は 1層である。

遺物は、検出面でC-1041土 師器郭 (第21図 5)が出土した。C-1041の器形は半球形で、口縁部と体部の境に稜が

あり、回縁部が短く直立する。胎土の色調は橙色を呈する。器形の特徴から、関東系土師器とされるものである。

その他、 1層から土師器の小破片、須恵器の小破片、鉱津が出土している。

【SK2252土坑】調査区北西部で検出した。長軸27cm、 短軸24cmの 不整形の土坑である。遺物は、堆積± 1層 中

から非ロクロ土師器の小破片が少量出土している。

【SK2253土坑】調査区南西部で検出した。長軸56cm、 短44cmの隅丸方形状の楕円形を呈する。堆積土は1層で

ある。SD2243溝跡よりも新しい。遺物は、 1層中から土師器の小破片が少量出土している。

【SK2254土坑】調査区南西部で検出した。長軸72cm、 短軸54cmの楕円形を呈する。堆積土は1層である。

遺物は、 1層中から土師器奏の口縁部と体部の破片が少量出土している。

ISK2255土坑】調査区南西部隅で一部を検出した。全体の形状は不明である。深さは、南壁断面で50cm程である。

壁は直線的に傾斜するが、北壁中に段がある。堆積土は3層確認した。

遺物は、 1層中から土師器奏の体部の小破片が出土し、 3層中から土師器奏の底部の破片の他、遺構底面から復

元径10cm、 内面にかえりがあるE-544須恵器蓋 (第21図 6)と 、残存長9,9cmの N‐136刀子 (第21図 7)が出土して

いる。
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種別 器形 出土地点 法量 (cm) 外面調整 内面調整

真

版

写

図

1 1035 と師器 郷 SK2246 層 ヨ縁部 :ヨ ヨナデ 体部 :手持ちケズリ 漆仕上げ 口縁部～体部 iヨ コナデ 漆仕上げ 5‐5

2 3572 員恵器 脚部片 SK2246 層 即部 指ナデ 指圧痕 5‐6

3 E545 買恵器 斐 SK2246 層 口径 :(208) コ縁部～願部 iロ クロナデ 頚部 :波状文2条  沈線1条 口縁部～頸部 iロ クロナデ
4 1043 土師器 郭 SK2249 層 回径 :(135)器 高 :(34) ヨ縁部 :ヨ コナデ 体部:手持ちケズリ 底部 iヘラ亥1み「XJ 口縁部 :ミ ガキ 5‐7

5 1041 土師器 琢 3層 口径 :123 器高 :38 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 日縁部 :ヨ コナデ 5‐8

6 E544 貫恵器 SK2255 底面 日径 :(106) ヨ縁部～天丼部 :ロ クロナデ 天丼部 :回転ケズリ 天丼部～日縁部 :ロ クロナデ 5‐9

7 N136 夫製品 刀子 SK2255 底面 践存長 :99

第21図  SK2246・ SK2249・ SK2251。 SK2252出土遺物



4.ま とめ

第205次調査で発見された主な遺構の重複関係は、次の通りである。なお、並列関係は必ずしも同時期を示すも

のではない。ここでは、SA2236-本柱列とS12239竪穴住居跡出土遺物についてまとめ、S12239竪穴住居跡とⅡ期

官行に関連すると考えられるSB2238掘立柱建物跡の年代、遺物については、第1章 Ⅱ-2で触れたように、別稿と

して改めて検討する予定でいる。

(1)SA2236-本 柱列について

SA2236-本柱列は、遺跡南西部で検出されている I期官行の西辺と考えられる材木列 (第99次調査 :SA1430材

木列)や溝跡 (第 103次調査 :SD1509溝 跡)の延長付近に位置していることから、 I期官衛に関連する遺構と考え

られる。SA2236-本柱列もその延長となる可能性が考えられるが、周辺の調査を継続し、遺構の状況を詳しく検

討し、検証を行なっていきたいと思う。

(2)S12239竪穴住居跡出土G-134軒平瓦について (第 17図 -11、 写真図脱 -16)

S12239竪穴住居跡1層中から出土したG-134軒平瓦は、顎部が剥がれ、平瓦部の格子叩き目が露出しているもの

である。格子叩きの平瓦は、郡山廃寺跡とその周辺では出土しておらず、官行内の遺構から出土しているが、数量

は極めて少ない (註 4)。 斜格子叩きの平瓦が、Ⅱ期官衛に関連するSB2238掘立柱建物より古いS12239竪 穴住居跡

の推積土中から出土しているということは、 I期官衛の時期に軒平瓦が遺跡内に持ち込まれる要因があった可能性

がより高まったことを示している。



1.西半部全景 (南から)

P2断面 (西から)
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写真図版 5 第205次調査区出土遺物



Ⅲ.第207次発掘調査
1.調査経過

第207次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成

23年 6月 6日 付で仙台市大白区郡山3丁 目35-281こ おける住

宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって

遺構が削平されると想定されたため、調査を実施することと

した。

調査地点は第148次調査や第156次調査で発見されている郡

山 I期官衛の北辺の可能性がある材木列の延長上に位置して

いる。

調査は平成23年 6月 20日 から実施し、遺構検出作業を行

なった。翌21日 に調査を終了し、重機により埋め戻しを行っ

た。

2.調 査方法 と基本層序 第22図 第207次調査区配置図 (S=1/200)

(1)調査方法

建築建設予定地に南北 2m× 東西3.2mの調査区を設定した。重機により盛土及び畑耕作土 (I層 )を除去後、

Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。また、調査区内に40cm四 方の深掘区を設定し、下層の状況を確認した。平面

図は縮尺1/20。 1/50で作成し、断面図は縮尺1/20で作成した。記録写真はデジタルカメラを使用した。

建築予定範囲

第207次

５０

　

７

・
２

第207次調査区位置図 (S=1/100)



(2)基本層序

調査区は、盛土が約25～ 50cmあ り、その下に耕作土である Ia、 Ib層があり、さらにその下のⅡ層で遺構が検

出されている。

Ia層  10YR4/2灰黄褐色シルト。層厚0～20cm。 畑耕作土。

Ib層  10YR3/2黒褐色シルト。層厚35～ 50cm。 土師器片が多く出土。畑耕作土。

Ⅱ層  10YR4/6褐 色粘土質シルト。層厚45cm以上。10YR3/2黒褐色粘土質シルト土ブロックをまだらに含む。

3.発見遺構 と出土遺物
Ⅱ層上面で、溝跡 1条、ピット4基を検出した。遺物は、 Ib層中より土師器片、須恵器片が出上した。また、

遺構中から土師器片が少量出土した。

【SD2275溝跡】調査区西部に位置する。方向はN-31°―Wである。検出長は2.2mで、規模は上幅49～ 63cm、 下幅39

～54cmで、検出面からの深さは10cm程である。断面形は皿状を呈する。堆積土中から土師器片が少量出上した。

4。 まとめ

本調査区では、第148次調査や第156次調査で発見されているI期官行の材木列の延長の検出が予想されたが、検

出された主な遺構は溝跡 1条のみである。この溝跡は、過去の調査で検出されている材木列の方向と近いが、検出

面からの深さが10cm程で、また平面形状も蛇行してはっきりしないことから、郡山I期官衛の材木列に関わる遺

構ではないと考えられる。材木列が検出されなかったことについては、材木列の想定された位置が調査区の北西端

より外にあるものと考えておきたい。今後も周辺での調査がある際には周辺での調査や想定位置の確認を踏まえ、

調査を積み重ねていく。

坐 12.00m

Ｂ
一

SD2274

機構名 層  位 色 調 土  質 備 考

基本層

Ia 硼耕作土 10YR4/2Fx黄 褐色 シルト

lαrR3772黒褐色 ンルト 土師器片が多く出土。

Ⅱ 10YR4/6褐 色 粘土質シルト
黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シルト土フ

ロックをまだらに含む。

SD2273 ユ tllYR認黒褐色 粘土質シルト 隔色砂質シル ト土プロックを少量含む。

第24図 第207次調査区平・断面図 (S=1/60)



1.調査経過

第208次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平

成23年 5月 24日 付で仙台市太白区郡山5丁 目148-35に お

ける住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅建築におけ

る杭打ち工事によって遺構が削平されると想定されたた

め、調査を実施することとした。調査地点は、郡山遺跡の

北西部・郡山廃寺南部に位置する。

調査は平成23年 7月 13日 から実施した。調査区の中で、

郡山廃寺南辺に関連する材木列を検出したため、その保存

協議を行なった。 7月 28日 に、現地において施工主代理人

ならびに施工業者と遺構保存について協議したところ、遺

構への杭打ちを回避する設計変更の承諾が得られた。その

ため、材木列の位置を明示した上で埋め戻しを行った。工

事は9月 20、 21日 に行われ、材木列を避けて行なわれたこ

とを確認し、調査を終了した。

2.調査方法 と基本層序

(1)調査方法

住宅建築範囲の北半部は、第146次調査で遺跡の範囲確

Ⅳ。第208次発掘調査

第208次ヽ

里
°
下ゞ狂

第25図 第208次調査区配置図 (S=1/200)

山

丁

ヨ

建物建築範囲

調 査 区

第26図 第208次調査区位置図



認調査を行っており、今回の調査は未調査部分の南半部を姑象とした。建築範囲内にそれぞれ南北5.5m× 東西8m

の調査区を設定し、重機により盛土および I、 Ⅱ層を除去後、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行った。それ以外の遺構

について調査を行い、記録保存を行った。平・断面図は縮尺1/20で作製した。記録写真はデジタルカメラで撮影し

た。

(2)基本層序

調査区は、盛土が約30cmあ り、その下に旧耕作土である I層がある。さらにその下に遺構上面を削平し、旧耕

作土と混じりあったⅢa・ Ⅱbo Ⅱc・ Ⅱd層があり、その下のⅢ層で遺構が検出されている。

I層  10YR3/4暗褐色粘土質シルト。層厚10～35cm。 炭化物をごく少量含む。旧畑耕作土。

Ha層  10YR4/4褐色粘土質シルト。層厚5～ 15cm。 暗褐色粘土質シルト土をブロック状に含む。

Ⅱb層  10YR4/4褐色粘土質シルト。層厚0～ 15cm。 黄褐色粘土質シルト土を粒～ブロック状にやや多く含む。

Ⅱc層  10YR3/3暗褐色粘土質シルト。層厚0～20cm。 責褐色粘土質シルト土を粒状に微量含む。

Ⅱd層  10YR3/4暗褐色粘土質シルト。層厚0～ 15cm。 黒褐色粘土質シルト土をブロック状に少量、黄褐色粘土

質シルト土を粒状に少量含む。

Ⅲ層  10YR5/6黄 褐色粘土質シルト。にぶい黄褐色粘土質シルト土を粒～プロック状にやや多く合む。
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第146次調査B区

第146次調査C区
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SD2059

層  位 色 調 土  質 備 考

基本層

I 俳作土 10YR3れ 暗掲色 粘土質ンル ト 炭化物を極少量含む。

10YR4/4褐色 粘土質シルト 喧褐色粘土質シルト土をプロック状に含む。

10YR4れ褐色 粘土質ンル ト 黄掲色粘土質シルト土を粒～ブロック状にやや多量に含む。

10YR3/3暗褐色 粘土質シルト 黄掲色粘土質シル ト土を粒状に微量含む。

101rR5/8黄 褐色 粘土質シル ト ≧褐色粘土質シルト上をブロック状に少量、蓑褐色粘土質シルト上を粒状に少量含む。

Ⅲ !OYR5/6黄 褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色粘土質シルト土を粒～ブロック状にやや多量に合む。

遺構名 層  位 色 調 土  質 備 考

SA1850 ユ 10YR3/4暗褐色 粘上質ンル ト 苗褐色粘土質シル ト土を粒状にやや多量に含む。

S12073

1 10YR4/6褐色 粘土質シル ト 霊褐色粘土質ンル ト土を粒状に含む。焼土粒を少量含む。

2 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト

3 10YR3/4暗 褐色 粘土質ンル ト

4 10YR4/4褐 色 粘土質シルト 黄褐色粘土質シルト土を粒～ブロック状に多量に含む。

5 10YRν 4暗褐色 粘土質シル ト 黄褐色粘土質ンルト土を微量含む。

SD2059

1 10RYν 3暗褐色 粘土質シルト

2 10RY3/3暗褐色 檻土賓シル ト 蓋褐色粘土質シル ト土を粒～プロック状に含む。

3 10YR3//4暗 褐色 粘土質シル ト 黒褐色辺土シル ト土をプロック状に少量含む。

10RY3/3暗褐色 粘土質シル ト 局色砂質シル ト上を多量に含む。

5 10YR3れ暗褐色 粘土質シル ト 黄褐色粘土をプロック状に多量に含む。

6 10YR5れ にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 黄褐色粘土質シルト土をブロック状に多量に含む。

第28図 第208次調査区平・断面図 (S=1/60)



3.発見遺構 と出土遺物
材木列1列、竪穴住居跡 1軒、溝跡3条、ピット11基を検出した。遺物は、土師器、須恵器、瓦片などが出上した。

【SA1850材木列】調査区中央で検出した。第146次調査C,D区で検出されている材木列の延長である。検出長は

8.35mで、そのうち5,7mを今回の調査で検出した。S12073竪穴住居跡、SD2274溝跡と重複し、いずれよりも新しい。

この材木列は、郡山廃寺の南辺となる材木列であることが判明している。協議の結果、保存が図られることとなっ

たため、遺構の検出に留め、掘り込み等は行わなかった。遺物は、堆積土最上層から土師器奏の体部の小破片が出

上している。

【S12073竪穴住居跡】調査区中央で検出した竪穴住居跡で、第146次調査で一部を検出している。規模は、南北2.2m、

東西2.Om以上である。推積土は5層に分層される。 1、 2層は、褐色～にぶい責褐色の粘土質シルトで、自然堆

積土と考えられる。 3層は、しまりのある暗褐色の粘土質シルトで、貼床とみられる。 4、 5層は褐色～暗褐色の

粘土質シルトで、掘り方埋土と見られる。SA1850材 木列、SD2275溝跡と重複しており、SD2275溝跡より新しく、

SA1850材 木列よりも古い。遺物は出土していない。

【SD2059溝跡】調査区南端で検出した東西方向の溝跡で、北側上端のみを検出した。第146次調査で一部が検出さ

れており、その延長にあたる。検出長は8.25mで、そのうち5。9mを今回の調査で検出した。規模は、上幅92cm以上、

下幅15～35cm、 検出面からの深さは32～60cmである。断面形はV字状で、北側面は底面から直線的に外傾し、南

壁は北壁よりも緩やかに外傾している。SD2274溝跡と重複し、それより新しい。

遺物は、 1層から土師器片、須恵器片、九瓦片、平瓦片が出土している。平瓦G‐135(第 29図 3)は、凸面を縄

叩き、凹面に布目痕が残る。平瓦G-136(第29図 4)は、凸面は叩き目を丁寧に磨り消し、凹面には布目痕が残る。

平瓦G-137(第 29図 5)は、凸面に縦方向のヘラケズリ調整、凹面には布目痕が残り、側面に糸切り痕が見られる。

丸瓦F-107(第 29図 6)は、凸面縄叩きの後に縦方向のヘラケズリが施され、凹面には布目痕が見られる。側面は

ヘラケズリ調整である。2層からは土師器奏の小破片が出土している。

ISD2276溝跡】調査区東側で検出した南北方向の溝跡である。検出長は3.lmである。規模は上幅35～ 45cm、 下

幅20～ 30cm、 検出面からの深さは1lcmである。断面形は浅い皿状を呈し、堆積土は1層である。SA1850材 木列、

P7、 P8と重複しており、いずれよりも古い。遺物は出土していない。

【SD2277溝跡】調査区中央で検出した東西方向の溝跡である。検出長は2.5mである。規模は上幅35～ 50cm、 下幅

30～ 40cm、 検出面からの深さは6cmである。断面形は浅い皿状を呈し、堆積土は1層である。S12073竪穴住居跡

と重複し、それよりも古い。

遺物は出土していない。

4.ま とめ

第146次調査で検出された郡山廃寺南辺となるSA1850材 木列の延長が検出された。材木列は、施工主代理人なら

びに施工業者との協議の結果、保存されることとなった。
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く 、 登録番号 種 別 器形 出土地点 法畳 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版

1 C■113 上師器 題 I層 底径 :66 本部 :手持ちヘラケズリ 督減により不明 4-1
2 Eも68 贋恵器 題 I層 駐 :43 横 :51 厚さ :1ね L面 :平行叩き 」面 :口Π目

(卜135 瓦 平瓦 SD2075 縦 :43横 :45厚 さ :1つ Ь面 :縄口「き J面 :布目痕

4 瓦 平瓦 SD2075 縫 :45横 :50厚 さ :1お 当面 :磨消 J面 :布 目痕 4-4
5 C卜137 瓦 平瓦 SD2075 綻 :86横 52 厚さ:1つ L面 :ケズリ 側面 :糸切り 』面 :布 目痕

卜107 瓦 比瓦 勤2075 礎 :152 構 :121 厚さ :17～24 L面 :縄叩き→ヘラナデ 側面 :ケズリ 4-6

第29図 第208次調査区出土遺物

e―今

写真図版6 第208次調査区出土遺物



1,調査区全景 (西から)

2 東壁断面 (北西から)

写真図版 7 第208次調査区
3 SD2059溝 跡 (西から)



V.郡山遺跡第210次発掘調査
1.調査経過

第210次調査は個人住宅建築工事に伴う

調査である。平成23年 8月 24日付で仙台市

太白区郡山2丁 目119-4における住宅建

築に伴う発掘屈が提出された。住宅の基礎

工事によって遺構が削平されると想定され

たため、調査を実施することとした。

調査は平成23年 9月 22日 から実施し、遺

構検出作業を行なった。 9月 25日 に調査を

終了し、翌26日 に重機により埋め戻 しを

行った。

2.調 査方法 と基本層序

(1)調査方法

建築予定地に南北 5m× 東西 5mの調査

区を設定し、重機により盛土を除去した。

表土下50cmま で調査区規模で掘削を実施し、それ以下は安全面を考慮し南北 4m× 東西 3mに調査区を縮小した。

盛土及び水田耕作土 (I層 )を除去後、Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。平面図は縮尺1/40で作成し、断面図は

縮尺1/20で作成した。記録写真はデジタルカメラを使用した。

14

60

138

建築予定範囲

隣地

第30図 第210次調査区配置図 (S=1/200)

‐７
日
日

笛

第31図 第210次調査区位置図
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(2)基本層序

調査区は、盛土が約110～ 130cmあ り、その下に水田耕作土である Ia・ Ib層があり、さらにその下のⅡ層で遺

構検出作業を行なった。

Ia層  2.5GY2/1黒色粘土質シルト。層厚10～ 18cm。 水田耕作土。

Ib層  2.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土質シルト。層厚 6～ 14cm。 水田耕作土。

Ⅱ層  10YR4/6褐 色粘土質シルト。層厚20cm以上。酸化鉄粒を少量含む。一部グライ化。

3.発見遺構 と出土遺物

遺構は検出されなかった。遺物は盛土中から土師器小片 1点、陶器小片 1点が出土した。

北  壁

―
第32図 第210次調査区平面図 (S=1/100)。 耳ヒ豊三四而罰区](S=1/60)

2 北壁断面
第210次調査区

迫退
　
の
　
た
　
　
　
　
　
　
ＦＩ

。まとめ呻蜘いま‐叫キ

層位 色  調 土  質 備

基本層

25GY2/1黒色 粘土質シル ト

25G璃 /1暗オリーブ灰色 粘土質シル ト

Ⅱ 10YR4/6褐 色 粘土質シル ト
酸化鉄粒を少量含 b・。

一部グライ化。

1 調査区全景 (南から)
写真図版 8

(南 から)



Ⅵ.郡山遺跡第211次発掘調査
1.調査経過

第211次調査は個人住宅建築工事に伴う調査

である。平成23年 8月 25日付で仙台市太白区郡

山2丁目51-5における住宅建築に伴う発掘届

が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が

破壊されると想定されたため、調査を実施する

こととした。調査地点は方四町Ⅱ期官行の西地

区の大溝西辺から西に約30mの地点に位置して

いる。

調査は平成23年 9月 27日 から実施し、遺構検

出作業を行なった。 9月 28日 に調査を終了し、

翌29日 に重機により埋め戻しを行った。

2.調査方法 と基本層序

(1)調査方法

建築予定地に南北 5m×東西 4mの調査区を

設定し、重機により盛土を除去した。表土下約

lmま で調査区規模で掘削を実施し、それ以下

は安全面を考慮し南北 3m×東西 2mに調査区

を縮小した。盛土及び水田耕作土 (I層 )を除

去後、Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。平面

図は縮尺1/40で作成し、断面図は縮尺1/20で作成した。

建築予定範囲

調査区

第33図 第211次調査区配置図

写真はデジタルカメラを使用した。

隣
　
地

第34図 第211次調査区位置図



(2)基本層序

調査区は、盛上が約130cmあ り、その下に水田耕作土である Ia・ Ib・ Ic層 があり、さらにその下のⅡ層で遺

構検出作業を行なった。

Ia層  2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘土質シルト。層厚10～ 15cm。 水田耕作土。

Ib層  2.5GY5/1オ リーブ灰色粘土質シルト。層厚0～5cm。 水田耕作土。

I ctt N3/0暗灰色粘土質シルト。層厚5～20cm。 水田耕作土。

Ⅱ層  5G5/1緑灰色砂質シルト。層厚50cm以上。酸化鉄を下層にラミナ状に少量含む。

3.発見遺構 と出土遺物
遺構は検出されなかった。遺物は Ic層から土師器奏の回縁部破片が出上した。

4。 まとめ

本調査地点の近くには、大正末年から昭和30年代にかけて操業していたレンガエ場があったことが知られている。

本調査地点の南部で行われた第108次調査では、レンガ生産のための土取りが原因と考えられる掘削によって、遺

構がほとんど削平された状況であった。第108次調査区に近い本調査地点も同様の原因で遺構が削平されてしまっ

たものと推測される。

北 壁よ

、
代
Ｈ
』
ｒ
、
下
、

第35図 第211次調査区平面図 (S=1/100)・ 断面図 (S=1/60)

2.調査区北壁断面 (南から)
写真図版 9 第211次調査区

0       2m

―
層  位 色  調 土  質 備 考

基本層

に田耕作」 26G141オリーブ灰色 佑土質シルト

【日群作土 %∝ylオ リーブ反色 粘土質シルト

にIE耕作土 N3/0暗灰色 粘土質シルト

Ⅱ 唸助1繍灰色 砂宵シルト 酸化鉄を下層にラミナ状に少量含む。

1 調査区全景 (北から)



Ⅶ。第212次発掘調査

1.調査経過

第212次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成23年 9月 22日付で仙台市太白区郡山5丁 目65-8、 65

-9、 150-14、 150-15に おける住宅建築に伴う発掘届が提出された。本件は、届出の工事計画の内容から、本来

は立会調査対応となるものであったが、申請後の地盤調査の結果によっては基礎掘削深度が変更となる可能性が

あった。工事箇所は、これまで郡山廃寺の塔跡推定地とされてきたことから、事前に地表下の状況を確認し、基礎

設計の変更となった場合に遺構の保存を図ることを目的として実施した。調査は平成23年 10月 19日 から実施し、遺

構検出作業を行なった。当日中に調査を終了し、重機により埋め戻しを行った。

2.調査方法 と基本層序

(1)調査方法

新築される個人住宅の基礎に影響を及ぼさないよう、調査は住宅の範囲外に 1皿四方の調査区を2箇所設定して

行なった。重機により盛土及び耕作土 (I層 )を除去し、基本層であるⅡ層上面で遺構検出作業を行った。平面図

は縮尺1/40で作成し、断面図は縮尺1/20で作成した。記録写真はデジタルカメラを使用した。

(2)基本層序

調査区は、盛土が約60cmあ り、その下に旧耕作土である Ia・ Ib・ Ic層があり、さらにその下のⅡ層上面で遺

構検出作業を行なった。

Ia層  10YR4/1褐灰色シルト。層厚0～30cm。

Ib層  10YR5/6責褐色シルト。層厚10～ 18cm。

Ic層  10YR3/3暗褐色シルト。層厚。6～ 14cm。

Ⅱ層  10YR4/6褐色砂質シルト。マンガン粒を多く含む。

f「

｀``

山

丁

コ

第36図 第212次調査区配置図



3.発見遺構 と出土遺物

遺構は検出されなかった。遺物は Ic層 中から瓦片 8点が出土した (第38図 1～ 6)。 出土した瓦片は、凹面に布

目痕、凸面は縄叩き後ナデやケズリによる調整が施されるもので、これまで郡山廃寺で出土したものと同様の特徴

を持っている。

4。 まとめ

本調査では、郡山廃寺に関わる遺構は検出されなかった。講堂基壇が検出された第12次調査では、基壇版築の最

下層の標高が8.55mに 対し、本調査区では8.0～8.2mで基本層 (Ⅱ 層)が検出された。本調査地点は、耕作による

天地返しが深く及び、古代の遺構が削平されている可能性が考えられる。

Nolト レンチ
耳ヒ  Eヒ

盛土 (山砂 )
――-900m

No2ト レンチ

盛土
(カ クラン)

】ヒ  E曽

0         1m

一　

　

　

‐ ｂ

(S=1/300)・ 北壁断面図 (S=1/40)

2,No2ト レンチ北壁断面 (南から)

写真図版10 第212次調査区

建築予定範囲

調査区

第37図 第212次調査区配置図

1 随1ト レンチ北壁断面 (南から)
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0                5cm

番号

登録

番号
種別 耕

出土

地点
法量 (cm) 外面調整 内面調整

写真

図版

1 3‐ 140 瓦 平瓦 Ic層 縦 :45 績 :50 厚さ120 当面 :縄叩き→ヘラナデ 」面 :布 目痕

2 瓦 平瓦 Ic層 経 :62横 :50厚 さ :16 凸面 :ヘ ラケズリーヘラナデ 」面 :布 目痕 119

3 )145 瓦 子瓦 Ic層 縦 :51横 :40厚 さ :15 凸面 :磨滅により不明 ]面 :布 目痕

4 }142 瓦 平瓦 Ic層 縦 :45 横 :50 厚さ :2Ю 凸面 :ヘ ラケズリ 」面 :布 目涙

5 }1弔 瓦 平瓦 Ic層 縦 :子2横 :72厚 さ :28 凸面 :ヘラケズリ 側面 :ヘラケズリ 4面 :磨滅により不明
6 >1判望 瓦 辛瓦 Ic娼 縦 :911 横 :81 厚さ :15 IL面 :縄叩き→ヘラナデ Ц面 :布目反 11お

第38図 出土遺物 (S=1/2)

写真図版11 第212次調査区出土遺物



Ⅷ。第213次発掘調査

1.調査経過

第213次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成23年 10月 27日 付で仙台市太白区郡山2丁 目58-10、 58

-11における住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、

調査を実施することとした。

調査は平成23年 11月 7日 から実施し、遺構検出作業を行なった。当日中に調査を終了し、重機により埋め戻しを

行い、翌 8日 に器材の撤収を行なった。

2.調査方法 と基本層序

(1)調査方法

建築範囲内にそれぞれ南北 3m×東西

6mの調査区を設定し、重機により盛土

を除去した。表上下約50cmま で調査区

規模で掘削を実施し、それ以下は安全面

を考慮し南北1.5m× 東西 4mに調査区

を縮小した。盛土及び水田耕作土 (I

層)を 除去後、 H層上面で遺構検出作業

を行った。平面図は縮尺1/40で作成し、

断面図は縮尺1/20で作成した。写真はデ

ジタルカメラを使用した。

第39図 第213次調査区設定図

0                 5m

(S=1/200)

建築予定範囲

調査区

第40図 第213次調査区位置図
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第41図 調査区平・断面図 (S=1/60)

0                      10cm

1

第42図 第213次出土遺物

Ic

層位 色  調 土  質 備 考

基本層

10YR4/2灰 責褐色 粘土質シル ト

,B2/1青 黒色 粘土質ンル ト

[c 可3/0暗灰色 粘土質シルト

Ⅱ ,G5/1緑 灰色 砂質シルト

Ⅱ 5YR6/3にぶい褐色 帖土

版

号

図

番

登録

番号
種別 器形

土

点

出

地
法量 (cm) 外面調整 内面調整

写真

1 土師器 甍 Ic層 口径 :19る
日縁部 :ヨ コナデ

体部 :ハ ケメ

日縁部 :ヨ ヨナテ

体部 :ヘ ラナデ

漆仕上げ ?

12-



1.調査区全景 (東から)

2.調査区西壁 (東から)

3.C-1115土師器甕 Ib層出土

写真図版12 第213次調査区及び出上遺物
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Ⅸ.第214次発掘調査
1.調査経過

第214次調査は個人住宅建築工事に伴う調査であ

る。平成23年 11月 7日 付で仙台市太白区郡山3丁 目

23-■における住宅建築に伴う発掘届が提出され

た。住宅の基礎工事によって遺構が削平されると想

定されたため、調査を実施することとした。

調査は平成23年 12月 5日 から実施し、遺構検出作

業を行なった。当日中に調査を終了し、重機により

埋め戻しを行なった。

2.調 査方法 と基本層序
(1)調査方法

建築範囲内にそれぞれ南北 5m×東西 5mの調査

区を設定し、重機により盛土及び石炭ガラ約190cm

を除去した。それ以下は安全面を考慮し南北 2m×

東西 2mに調査区を縮小し、水田耕作土 (I層 )を

除去した。その後、基本層Ⅱ層上面で遺構検出作業

を行った。平面図は縮尺1/40、 断面図は縮尺1/20で

作成した。記録写真はデジタルカメラを使用した。

0           5m

第43図 第214次調査区配置図 (S=1/200)

調査区

建築予定範囲

第44図 第214次調査区位置図
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時



(2)基本層序

調査区は、盛土が約1,9mあ り、その下に旧水田耕作土である Ia・ Ib層があり、さらにその下のⅡ層上面で遺

構検出作業を行なった。

Ia層  7.5Y2/1黒 色砂質シルト。層厚14～23cm。 水田耕作土。

Ib層  7.5Y4/1灰色砂質シルト。層厚15～30cm。 酸化鉄ブロックを下層に多量に含む。水田耕作土。

H層  7.5Y4/2灰 オリーブ色粘土質シルト。層厚10cm以上。

3.発見遺構と出土遺物
遺構・遺物は発見されなかった。

4。 まとめ

本調査区では、水田耕作土の直下約1.9mの深さで基本層を確認した。このような状況は北側隣地で実施した第

114次調査区と同様であり、レンガ生産による土取りが原因となって遺構が削平されたものと考えられる。

†

――

十

下

盛上①

盛土②
(石炭ガラ)

盛土③ 1000m

ー
第45図 調査区平面図 (S=1/100)・ 北壁柱状図 (S=1/40)

0         1m

層位 色 調 土 質 備 考

基本層

Ia 7側ツ1黒色 砂質シルト 水田耕作土。層厚14～ 23cm。

Ib 75YVl灰色 砂質シルト
水田耕作土。層厚15～ 30cm。 酸化鉄 ラ

ロックを下層に多量に含む。

Ⅱ 75YV2灰オリーブ色 粘土質シル ト
層厚10cm以上。酸化鉄プロックを少握

含む。

1.調査区全景 (東から)

写真図版13 第2司 4次調査区

2.調査区北壁 (南から)



X.第215次発掘調査
1.調査経過

第215次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平

成23年 11月 30日 付で仙台市太白区郡山 5丁 目148-34にお

ける住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅建築におけ

る杭打ち工事によって遺構が削平されると想定されたた

め、調査を実施することとした。

調査地点は、郡山廃寺の南部にあたる。第146次調査区

と一部重複し、第208次調査の西に隣接する。遺跡内での

位置は第25図を、第146・ 208次調査区との位置関係は第26

図を参照されたい。

調査は平成23年 12月 6日 から実施した。調査の中で、郡

山廃寺南辺に関連する材木列を検出したため、遺構の気存

協議を行った。12月 19日 に代理人と遺構保存について協議

したところ、遺構への抗打ちを回避する設計変更の承諾が

得られた。翌20日 に、埋め戻しを行い、材木列の位置を明

示した上で調査を終了した。

49.50m

Ia  盛土

第46図 第215次調査区配置図 (S=1/200)

盛芹  三 950m

0                     3m

＝
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|

Vヽ280
|

Aヽ「277

Ａ
一

層  位 色  調 土  質 備 考

基本層

非作土 5YR3/2黒 褐色 ンルト

Ib 弁作土 10YR6お明責楊色 ンルト [a層土ブロックを多量に含む。
Ⅱ 砂質シル ト

第47図 第215次調査区平面図 (S=1/100)・ 断面図 (S=1/60)



2.調査方法 と基本層序
(1)調査方法

建物建築範囲の南東部は、第146次調査で遺跡の範囲確認調査を行っており、今回の調査は未調査部分の北西部

を姑象とした。建築範囲内にそれぞれ南北 4m× 東西7.5mの調査区を設定し、重機により盛土およびI層 を除去

後、Ⅱ層上面で遺構検出作業を行った。遺構検出後、保存協議を行なうため、遺構を掘り込んでの調査は行わなかっ

た。平面図は縮尺1/40、 断面図は縮尺1/20で作成した。記録写真はデジタルカメラを使用した。

(2)基本層序

調査区は、盛土が約20cmあ り、その下に旧耕作土である Ia・ Ib層 がある。さらにその下のⅡ層上面で遺構が

検出された。

Ia層  7.5YR3/2黒渇色ンルト。層厚0～65cm。 旧畑耕作上。

Ib層  10YR6/6明黄褐色シルト。層厚0～25cmo la層ブロックを多く含む。旧畑耕作土。

Ⅱ層  10YR5/41こ ぶい黄褐色砂質シルト。

3。 発見遺構 と出土遺物

材木列1列、性格不明遺構 1基を検出した。遺物は、土師器片、瓦片が出土している。

【SA1850材 木列】調査区中央で検出した。第146次調査C,D区及び第208次調査で検出されている材木列の延長

である。検出長は7.3mで、そのうち1.2mを今回の調査で検出した。SX′ l■格不明遺構と重複関係があり、それより

も古い。この材木列は、郡山廃寺の南辺となる材木列であることが判明している。協議の結果、保存が図られるこ

ととなったため、遺構の検出に留め、掘り込み等は行わなかった。

4。 まとめ

第146次調査及び第208次調査で検出された郡山廃寺南辺となるSA1850材 木列の延長が検出された。材木列は、

遺構保存協議の結果、保存されることとなった。

3,北壁断面 (南から)

写真図版14 第215次調査区

2 西壁断面 (東から)

1.調査区全景 (東から)



第 3章 与兵衛沼窯跡
1.調査経過と調査方法
平成23年度に予定していた与兵衛沼公園内での電磁探査による分布調査は、東日本大震災により廷期となった。

そのような中で、震災によって与兵衛沼の水利施設が破損し、水位が下がり底面が露出したことで、沼北岸に窯跡

が確認された。現地踏査を行ったところ、瓦の分布が広範囲に見られ、さらに多くの窯跡が発見された。現地にて、

平成23年 6月 26日 と8月 4日 に遺構の分布を確認する調査を実施するに至った。光波トランシットを使用して測量

図を作製し、記録写真はデジタルカメラを使用した。

調査終了後、新たに確認したすべての窯跡を、与兵衛沼を含む与兵衛沼公園の管理部署である宮城野区公園課に

依頼し、ブルーシートで保存した。なお、これらの成果をもとに、11月 28日 に郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導

委員会を開催し、現地視察を実施した。

2.発見遺構 と出土遺物
与兵衛沼北岸で東西・約220m、 南北約20mの範囲に13基の窯跡を確認した。いずれも残存状態は良好ではなく、

焼成部床面の一部が九瓦・平瓦と伴に多数露出した状態であった。窯跡からは瓦片をサンプルとして採集した。

3.ま とめ
これらの窯跡の基数やグルーピング、その年代や窯跡間の前後関係を検討するため、来年度遺構の確認調査を実

施する予定である。

蟹沢地区西地点

与 兵 衛 沼

第48図 与兵衛沼窯跡調査区位置図
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註

―

(1)仙台市教育委員会2005「第6章 考察 第 1節 出土遺物 3.瓦」『郡山遺跡発掘調査報告書

総括編 (1)』 仙台市文化財調査報告書第283集 p.p258～261の 分類基準による。

F-105軒丸瓦は、蓮子や子葉の形状が明瞭ではなく、範の状態が良好ではない可能性が考えられる。

(2)これまでの出土例では、G-1(第 12次調査)、 G-28(第46次調査)、 G-48(第63次調)な どが出土しており、

これらと同類のものと考えられる。凸面に波状文の入る平瓦は軒平瓦として使用された可能性がある。

(3)本文中の「関東系土師器」という用語については、関東地方の土師器編年でいう「鬼高式」の土師器郭の特徴

のあるものを含んでいる。

(4)長島榮-2000「仙台市郡山遺跡出土の平瓦をめぐって」『阿部正光君追悼集』阿部正光君追悼集刊行会 によ

る。
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第 4章 調査成果の普及と関連活動
1.主な広報 。普及・協力活動

2.調査指導委員会の開催

○平成23年度 第 1回 郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会

平成23年 H月 28日  仙台市役所第 3会議室 。若林区役所第 1会議室
・与兵衛沼窯跡調査現地指導 (平成23年 11月 25日 ・28日 '12月 1日 )

○平成23年度 第 2回 郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会

平成24年 3月 21日  仙台市役所北庁舎 5階第 3会議室
・平成23年度調査成果について

。平成24年度調査計画について

・次期委員会について

年月日 行事名称 担 当 主催

2011 7. ９

留 郡山遺跡美化活動 整備活用係
仙台市立東長町小学校 6年生

文化財課

10. 26 郡山遺跡ピロテイ見学 整備活用係 デイスカバーたいはく 区内探訪会
11. 8～ 10 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立袋原中学校 2年生
11. 14-17 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立柳生中学校 2年生
11. 16-18 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立郡山中学校 2年生

ワ
イ 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立松陵中学校 2年生

11  18 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立富沢中学校 2年生
2012  1  16-20 職場体験学習 佐藤 (正 )。 大久保 仙台市立八軒中学校 2年生
2011.  4.  8～

(毎月 8日 )
楽師堂手づくり市 整備活用係 薬師堂手づくり市実行委員会

ピロティ見学風景 郡山遺跡美化活動
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所収 遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

郡 山 遺 跡

官衛跡

寺院跡

集落跡

飛鳥～

平安

材木列・柱列

掘立柱建物

住居跡・溝跡

・礫石器・土師器
・須恵器 。瓦 。金属製品

・郡山廃寺南辺材木列
・ I期官衛一本柱列
。Ⅱ期官衡掘立柱建

物跡

与 兵 衛 沼 窯 跡 窯跡
奈良～

平安
・窯跡 ・平瓦

要 約

第205次では、 I期官行の一本柱列、Ⅱ期官衛の掘立柱建物跡が検出された。一本柱列は、
郡山遺跡 I期官衛の西辺となる可能性がある。

第208次 。第215次調査では、住宅建築範囲内で郡山廃寺南辺材木列が検出された。設計変

更の協議により、遺構が保存されることとなった。
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